






の新学期のはじまりは COVID-19 の広がりにより，当初より 1 カ月延期になったが，経
験をしたことがないいくつもの新しいことが始まった。本学では，1 年生は授業に PC が




































　本学では 2020 年度より，すべての新入生は，PC を必携するので，外国語の授業でも，
PC を使うことを求められた。それに加えて，本学で 2020 年度から，授業時間が 105 分
になることが決まった。外国語の授業の適切な時間を調べてみると，集中力の持続性の問
題から，「50 分から長くても 60 分程度が適切」（酒井 2020，p.57）であった。そこで，





















GoogleChrome などの必要なアプリのダウンロードや Google 翻訳の使い方の説明を行っ
た。第 3 回目より，教科書の内容と連動した機械翻訳を活用した学習に入った。第 3 回目
で扱った「機械翻訳を使った学習の手引き」の一部を紹介する：
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示されます。中国語のローマ字であるピンインでは，z は，za ツァ，zi ツィ，ze ツェ，
zo ツォの音です。ｇは発音せず，qi はチの音です。そうすると，（ニー ツァイ チー
ビンチーリン）という発音です。「在（ツァイ）」は，進行形を表すようです。「吃（チー）」
は食べるという意味です。「在吃（ツァイ チー）」で「食べている」という意味にな
るのでしょう。「Yeah, I love icecream.」は簡単ですね。「是的，我爱冰淇淋。（Shì

































　回答の選択肢は，Q1 から Q6 まではリッカート式の 5 択とし，Q7 は 2 択とした。
　検証の方法だが，目的 1 は，質問項目の Q2，Q3，Q5 において，回答者の回答で，5 と
4 の割合の合計が 50％を超えていると，目的が達成されたと考えることができる。目的 2
は，質問項目の Q6 において，回答者の回答で 5 と 4 の割合の合計が 50％を超えていると，
目的が達成されたと考えることができる。目的 3 は，質問項目の Q4 において，回答者の




















1．アンケートの項目とその単純集計結果は，Q1 の結果は付表 1，Q2 の結果は付表 3，
Q3 の結果は付表 5，Q4 の結果は付表 7，Q5 の結果は付表 9，Q6 の結果は付表 11，
Q7 の結果は付表 13 のとおりである。
2．上記の質問項目を，英語の習熟度別に分けて集計した結果は，Q1 の習熟度別は付表 2，
Q2 の習熟度別は付表 4，Q3 の習熟度別は付表 6，Q4 の習熟度別は付表 8，Q5 の習熟
度別は付表 10，Q6 の習熟度別は付表 12，Q7 の習熟度別は付表 13 のとおりである。
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2．目的 1 の検証だが，Q2 の結果が記載されている付表 3 では，82.7% の受講生が，本研
究で考案した教材について「5．わかりやすい」または「4．どちらかというとわかり
やすい」と回答した。Q3 の結果が記載されている付表 5 では，73.8% の受講生が，本
研究で与えた教科書について，「5．興味深い」または「4．どちらかというと興味深い」
と回答した。Q5 の結果が記載されている付表 9 では，88.7% の受講生が，本研究で考
案したオンデマンドで行うパワーポイント教材について，「5．やりやすかった」また
は「4．どちらかというとやりやすかった」と回答した。Q2，Q3，Q5 のどの調査項目
において，5 と 4 の割合の合計が 50％を超えているので，目的 1 は達成されたと考え
ることができる。





4．目的 3 の検証だが，Q4 の結果が記載されている付表 7 より，69.6% の受講生が，英語
の時間に，英語を 60 分程度学習した後で，機械翻訳を使って 45 分ほど中国語を中心
として複数の言語を学習することに，「5．興味深い」または「4．どちらかというと興
味深い」と回答した。このことは，本研究の目的 3 が達成できたと考えることができる。
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満足している 38 名（46.9%） 44 名（50.6%）
どちらかというと満足している 29 名（35.8%） 33 名（37.9%）
どちらとも言えない 10 名（12.3%） 8 名（9.2%）
どちらかというと不満である 3 名（3.7%） 2 名（2.3%）
不満である 1 名（1.2%） 0 名（0.0%）
81 名（100%） 87 名（100%）
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わかりやすかった 31 名（38.4%） 34 名（39.1%）
どちらかというとわかりやすかった 36 名（44.4%） 38 名（43.7%）
どちらとも言えない 12 名（14.8%） 13 名（14.9%）
どちらかというとわかりにくかった 1 名（1.2%） 1 名（1.1%）
わかりにくかった 1 名（1.2%） 1 名（1.1%）










興味深いものだった 21 名（25.9%） 29 名（33.3%）
どちらかというと興味深いものだった 36 名（44.4%） 38 名（43.7%）
どちらとも言えない 21 名（25.9%） 20 名（23.0%）
どちらかというと興味深いものではなかった 2 名（2.5%） 0 名（0.0%）
興味深いものではなかった 1 名（1.2%） 0 名（0.0%）












興味深いものだった 40 名（49.4%） 19 名（21.8%）
どちらかというと興味深いものだった 28 名（34.6%） 30 名（34.5%）
どちらとも言えない 9 名（11.1%） 22 名（25.3%）
どちらかというと興味深いものではなかった 0 名（0.0%） 14 名（16.1%）
興味深いものではなかった 4 名（4.9%） 2 名（2.3%）










やりやすかった 41 名（50.6%） 46 名（52.9%）
どちらかというとやりやすかった 31 名（38.3%） 31 名（35.6%）
どちらとも言えない 8 名（9.9%） 8 名（9.2%）
どちらかというとやりにくかった 0 名（0.0%） 2 名（2.3%）
やりにくかった 1 名（1.2%） 0 名（0.0%）
81 名（100%） 87 名（100%）
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付表 12　付表 11 の問いに対する習熟度による違い
Basic Plus
やりやすかった 37 名（45.7%） 19 名（21.8%）
どちらかというとやりやすかった 19 名（23.5%） 30 名（34.5%）
どちらとも言えない 19 名（23.5%） 22 名（25.3%）
どちらかというとやりにくかった 4 名（4.9%） 14 名（16.1%）
やりにくかった 2 名（2.5%） 2 名（2.3%）
81 名（100%） 87 名（100%）
付表 13　機械翻訳を使って外国語の学習ができることを
All Basic Plus
知っていた 83 名（49.4%） 44 名（54.3%） 39 名（44.8%）
知らなかった 85 名（50.6%） 37 名（45.7%） 48 名（55.2%）
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